
長野県・信州大学共同事業「信州地震防災デジタルアーカイブサイト構築事業」 

昭和 19 年東南海地震に関する調査へのご協力のお願い 
 

このたび、長野県と信州大学教育学部防災教育研究センターでは、
80 年以上前の東南海地震時の諏訪地域の事業所等の被害状況に関す
る情報を収集しております。当時の事業所での被害の有無の記録や
事業所内で痕跡がわかる場所や物などについての情報を教えていた
だきたいと考えています。 
この調査は、どの場所でどのような被害等があったかを、デジタル

地図上に復元・記録してデータベース化し、今後の諏訪地域の防災・
減災に役立てることを目的とするものです。 
本調査の趣旨にご理解いただけましたら幸いです。ご協力賜りま

すようお願い申し上げます。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 

 

昭和 19 年東南海地震について 
昭和 19（1944）年 12 月 7 日午後 1 時半ごろ、震源を東海地方とする大地震が発生。諏訪地域

でも震度 6 の震度だったと推定されていますが、戦時中に発生したため，当時の写真や新聞等の
公的な記録がほとんど残されておりません。 

 

長 野 県 
 

諏訪市教育委員会提供 「遠州灘地震によって被害を受け、床上げした北昇降口」（昭和 19.12.17）
出典：『創立 50 周年記念誌 五十年のあゆみ 諏訪市立城南小学校』 



《調査でご協力いただきたい内容について》 
・昭和 19年東南海地震の諏訪地域での事業所等の被害状況に関する情報を探しております。 
ご協力の依頼内容 （収集したい情報の例） ご協力手順 

 

当時の記録などを

ご共有いただく方法 

・社史での地震やその後についての記述 

・店舗や社屋・工場の被災の有無の記述や

写真 

・地震後に移転した経緯や写真 

・台帳等に残る被害に関する記述 

・創業者や先代の記憶や手記など 

・当時働いていた方の手記や写真など 

・その他、地震に関する記述や写真など 

①地震当時の資料などがまだ残さ

れている場合、お教えください 

②もし、資料などがあればそれをご

共有いただき、複写させていただけ

ると幸いです 

③それにまつわる話も、ぜひお聞か

せください 

 

 
被災跡の情報をご

共有いただく方法 

・地震時に被害を受けた現存する建物や構

造物に残る傷跡など 

・地震時の地割れや地面のずれの跡などが

残る敷地内の場所 

・地震時に液状化などが起きたことがわかっ

ている場所 

・その他、建物や社屋や敷地等に関する震

災にまつわる話、受け継がれている話など 

①地震当時の被害傷跡などがまだ

残されている場合、お教えください 

②もし、写真などがあればそれをご

共有いただき複写させていただき、

写真がない場合は、撮影させていた

だけると幸いです 

③それにまつわる話も、ぜひお聞か

せください 

 
ご応募の方法 

①メール・FAX からのお申込み（下記の内容をお伝えください） 

宛先：信州大学教育学部防災教育研究センター 電話・FAX : 026-238-4086 
 ／メール：bosai_center@shinshu-u.ac.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③右記の URL からもお申込み可能です ➞ https://forms.gle/UvUdnUx6GDTpPUhM7 
事業主体：長野県危機管理部・信州大学教育学部防災教育研究センター 

調査協力： 岡谷市・諏訪市・茅野市・下諏訪町 

御社の名称：                           

業種；        ご担当者氏名：               

ご 連 絡 先 メ ー ル：                          

お電話：            FAX :             

ご住所：                            

ご協力いただける内容： 
（簡単にご説明ください） 

②二次元コード

からのお申込み
（スマートフォンな

どでフォームからご

回答いただけます） 

    ↓ 

https://forms.gle/UvUdnUx6GDTpPUhM7

